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平成２４年度 都中美 夏季研修 報告 

「他校種間との連携を視野に入れた 

学習指導の充実」 
 

 平成２４年の都中美の夏季研修会は夏休み初日の７月２３日、２４

日の２日間で実施されました。 

 ７月２３日は、「他校種間殿連携を視野に入れた学習指導の充実」

をテーマに、午前中は文部科学省の教科調査官、東良先生にご講演を

頂き、午後はそれを基に実践発表、グループ協議を実施し、都教育庁

指導部の松永先生、都研究センターの明石先生にご指導・ご講評を頂

きました。全日、６時間以上に及ぶ、充実した内容となりました。（下

記資料を参照） 

 東京都内から多くの参加があり、それぞれに「他校種との連携」に

ついて研修を深めることができました。 
 

会次第 

 

日時：平成 24 年７月２３日（月）９：００～１７：００ 

場所：中野区立中野中学校 被服室 

内容：講演を通して、学習指導要領に位置付けられた校種間の連携の

趣旨に対する理解を深めると共に、年間指導計画を持ち寄って

のグループ協議によって、他校種間との連携を踏まえた題材の

扱いや指導の在り方について研修し、授業実践に生かす。 

 

タイムスケジュール 

時間 内容 

9：00～ 9：10 挨拶、本日の流れ 

9：15～11：30 

（途中１回の休憩

をはさむ） 

講話 文部科学省 教育課程課 

 東良 雅人 教科調査官 

（義務教育９年間の図画工作、美術で身に付けさ

せるべき資質や能力の視点から） 

・小中連携（他校種間との連携） 

・授業のねらいと評価 

11：30～11：45 質疑応答 

11：45～12：45 昼食 

12：45～13：25 実践報告「他校種間との連携を視野に入れた

学習指導の充実」 

 杉並区立井草中学校 猪口 正和 主任教諭 

13：25～13：30 質疑応答 

13：30～15：00 グループ協議 

・講話の視点に基づいて、年間指導計画をみて改善する

べき点をリストアップする。 

・各グループで気づきを発表し合い、また改善点などを

話し合いながら、課題について共通理解をもつ。 

・各グループで話し合いの要点をまとめる。 

15：00～15：30 各グループで話し合いの要点を発表する。 

15：30～16：30 指導・講評 

 都教育庁指導部 松永かおり 指導主事 

 都研究センター 明石 典子 指導主事 

16：30～16：45 

（片づけ～17：00） 

アンケート用紙の記入 

閉会のあいさつ 

 

 

 

 

挨拶、本日の流れ 

 

研修会の初めに、都中会長の菊田校長先生と、都中美副会長研修担

当の中村校長先生より、ご挨拶を頂きました。 

「図工と美術では、それぞれ違った歴史をもっている。今後、お互

いに理解し合い、小中の連携を強めていく必要がある。」といった内

容のお話がありました。 
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7 月２３日 9：１５～１１：４５ 

講演「他校種間との連携」 

文部科学省 教育課程課 東良 雅人 教科調査官 

 

東良先生からは、小・中の学習指導要領の内容を中心に、「美術による子ど

もの学びと育成する能力をどのように捉え、また、どのように授業づくりを

していくべきか」、といった内容でお話を頂きました。子どもの学びと育成す

る能力から小中連携のヒントを考える良い機会となりました。 

なお、お話の中で具体的に様々な作品と、その作者の文章を合わせて

紹介していただきましたが、著作権等の観点から掲載はできません。

読みにくい部分もあるかとありますが、でご了承ください。 
 

 

  

校種間の連携を視野に入れた学習指導の充実が図れるように話をし

たい。私はもともと中学校美術の教員だったが、小学校に異動した経

験があった。それまで「図画工作とはこういったものだろう」という

イメージはあったが、その時に「分かってなかったな、自分の目で見

て、確かめることが大事だな」と思った。ただ、お互いの学習内容、

学習指導要領の内容をお互いに知ることが大事であり、そこがスター

トとなる。 

まず作品を見てみる。小学校２年生「ぐるぐるパレード」。小学６

年生「身近な環境で、いろいろな材料で」子どもの言葉からは、作品

に込めた思いが読み取れる。続いて中学校 1 年生「私の器」、中学校

2 年生「私の気持ちを入れる器」。やはり生徒の言葉からは、作品に

込めた思いが読み取れる。 

 今回の学習指導要領で幾つか改訂の大きなポイントがある。その中

の 1 つに「感性を働かせながら、思考判断し、創意工夫しながら、

表現したり作品を鑑賞したりするという一連のプロセスで働かせる

力を育成すること」と言うことがある。 

 「美術の授業において、作品を作ったり鑑賞活動をしたりするが、

いったいその過程において、子ども達にどのような力が身に付いてい

るのかを学習指導要領で明らかにしていかなければならない」という

ことが、中央教育審議会の答申で出てきた。それに基づいて、今回、

学習指導要領改訂の中で、発想や構想の能力、創造的な技能などの育

成する能力と学習活動と学習内容との関連で整理した。 

 

小学校での活動内容 

 

中学校での活動内容 

Ａ表現 

（１）造形遊びをする活動 

 

（２）絵や立体，工作 

に表す活動 

Ａ表現 

（１）（３）感じ取ったことや考

えたことを基に、表現する活動 

（２）（３）伝える，使うなどの

目的や機能を考え，表現する活

動 

Ｂ鑑賞 

（１）作品などを鑑賞する活動 

Ｂ鑑賞 

（１）美術作品などのよさや美し

さを感じ取り味わう活動 

 

小学校で育成する資質や

能力 

 

中学校で育成する資質や

能力 

表現 

（１）（２） 

ア イ 発想や構想の能力 

ウ 創造的な技能 

Ａ表現 

（１）（２）発想や発想の能力 

 

（３）創造的な技能 

Ｂ鑑賞 

（１）鑑賞の能力 

Ｂ鑑賞 

（１）鑑賞の能力 

 

このように整理した。評価の観点を並べてみると、小学校と中学校

の育成する資質や能力の考え方は同様である。 

 

小学校の評価の観点 

 

中学校の評価の観点 

図画工作への関心・意欲・態度 

発想や構想の能力 

創造的な技能 

鑑賞の能力 

美術への関心・意欲・態度 

発想や構想の能力 

創造的な技能 

鑑賞の能力 

 

小中連携を考える時、それぞれの活動内容が違うため、活動内容だ

けで連携を考えるのではなく，育成する能力は共通しているのだから、

「どのような能力を身につけているのか」という視点で、連携を考え

るべきである。 

当然、小学校で、どんな題材で能力を育ててきたのか、どんな道具

を使ってきたのか、題材レベルの情報交換をすることも必要である。

例えば、小学校から中学校までの間で、同じ題材を何度も経験してい

る場合、本当に何度も同じ題材を経験することが、生徒にとってよか

ったのか検討する必要がある。 

高等学校でも、育成する能力の考え方は同じである。高等学校でも、

育成する能力の視点を中心に連携を考えることができる。 

 

 
 

小学校 図画工作 

Ａ表現 （１）造形遊びについて 

 

 

では、小学校図画工作のＡ表現とはどういったものかというのを見

ていく。「Ａ表現とは、児童が進んで形や色、材料などに関わりなが

ら、描いたりつくったりする活動を通して、発想や能力や創造的な

技能を高めるものである。」（基本的には、発想や構想の能力と創造的

な技能の育成することが目標であり、小学校と中学校では大きな差異

はない。 

子どもというのは、材料や用具と関わっている中で、徐々に何かを

表現しようとする側面と、体験や経験の中から何かを表現したいと思

ってえがいたりつくったりしようとする、２つの側面をもっている。

こういった２つの側面から、「発想や構想の能力」と「創造的な技能」

を高める。そして、材料の形や色などに進んで働きかけ、創造的な活

動を通して「発想や構想の能力」「創造的な技能」を育成するのが「造

形遊び」であり、表したいことを基に、これを実現していこうとする

活動を通して「発想や構想の能力」「創造的な技能」を育成するのが

「表したいことを絵や立体に表す活動」なのである。 

 

「ぐるぐるパレード」「身近な環境で、いろいろな材料で」を例に

考える。この２つの活動は、「造形遊び」の活動である。材料と用具

と関わりながら、自分の表現したいものを表している。しかし、作品

だけを見ても、造形遊びなのか、自分の表したいことの表現なのか分

かるものではない。では、両者で何が違うのかと言えば、「指導者が

どういったことを基に活動を行っているのか」、即ち指導のねらいに
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よって（１）と（２）のどちらの活動内容であるのかが違ってくる。

例えば、「ぐるぐるパレード」の導入で、「以前のお祭りで見た、パレ

ードの様子をつくろう」と指導すれば、それは「絵や立体に表す活動」

に当たる。活動のねらいによって、どっちにもなる。結果だけを見る

と、誤解を生じる。発想や構想の能力を身につけるプロセスが、（１）

（２）で違う。児童が材料に働きかけ、そこから発想したことを材料

や用具などの経験や技能を総合的に活かし表現することが、造形遊び

のねらいとなっている。 

 

この造形遊びとは、「活動を通して、次の事項を指導する」という

ことで、次の 3 つがある。1 つ目は「材料に進んで働きかけ、表し

方を見付けたり、試したりするなどの過程を楽しむ活動、2 つ目に、

材料を並べたり、積んだりするなどの手や体全体を働かせる活動、3

つ目に、材料の形や色を操作したり場所の特徴を生かしたりするな

どの構成的な活動」である。造形遊びにおいて重要なのは、「材料に

進んで働きかけ」させるので、どこに、どんな材料を置くか、といっ

た学習環境をしっかりと考える必要がある。児童が自ら進んでつくり

だす喜びを味わえるようにしなければならない。教師が活動を作るの

ではなく、子ども達が活動をつくっていくという考え方が大切である。 

そして、「造形遊び」の低学年は、「材料を基に」、中学年は「材

料や場所などを基に」、高学年は、「材料や場所などの特徴を基に」

造形遊びをさせることとしている。 

小学校のＡ表現（１）のア、イ、ウの指導を通して、子どもの力を

育成する。アは「活動の概要を示し、主に表現の始まりにおける発

想や構想の能力」を示している。イは発想や構想などの「活動方法を

示し、主に表現の過程における発想や構想の能力」を示している。

ウは「発想や構想したことを実現するため」の創造的な技能を示し

ている。「育成する資質や能力の観点から、活動と材料などの関係に

配慮する」ことが、造形遊びでは非常に大事。 

ただ、中学校でも「感じ取ったことや考えたことなどの表現」A（１）

（３）では、造形遊びのような活動も可能。必ず主題があって、構想

があるという順序性は必ずしも重要ではない。構想に先だって材料に

触れ合うことから、主題を見つけて表現することもある。大事なこと

は活動ではなく、「どのような力をつけるのか」ということである。 

 

児童が材料や用具に進んで働きかけ、児童が自分で次の活動を見つ

けられるように、活動のねらいに応じて材料や用具、環境から児童を

誘いかけるように指導計画を考えることが必要である。まず、「児童

が自分で次の活動を見つける」ことが大切。造形遊びでは、ある１つ

の活動で終わるのではなく、次の活動の発展していきながら、発想が

膨らんで行くことが大事。あまり単純な材料では活動が広がらない可

能性もある。次に「児童を材料や用具，場が誘いかけるような計画」

が大切。造形遊びでは、教室に入って、材料の配置などの教室の環境

設定を見た時点で、その授業が成功するか、しないかが分かるような

ことがある。それだけ環境設定と指導のねらいは強く関連付いている。 

造形遊びでは、児童が体を中心として、自分の周りや空間にあるも

のの関係から得たものを操作するものも含めて、構成的な活動として

いる。机の上で感じられるものもあれば、体育館のような大きな空間

でなければ感じられないものもある。だから、体育館や校庭のような

大きな空間を使った活動がある。ただ、大きな空間でなければならな

いというわけではない。空間の大きさは、活動のねらいに応じて選択

するべきものである。 

以上のような内容が、「造形遊び」である。 

 
 

小学校 図画工作 

Ａ表現 （２）表したいことを絵や立体に表す活動について 
 

 

Ａ表現（２）が、表したいことを絵や立体に表す活動である。これ

は中学校の学習内容に近く、中学校の学習内容に主に発展していくも

のである。 

 

（２）の「絵や立体に表す活動」では、子どもが表したいことを見

つけられるような題材設定をすることが大切である。その中で、発達

段階に応じて、低学年では「感じたことや想像したこと」を表現し、

中学年では「感じたこと，想像したこと，見たこと」を表現し、高

学年では「感じたこと，想像したこと，見たこと，伝え合いたいこ

と」を表現する、と内容が考えられている。 

（２）の内容では、「児童が感じたこと、想像したことなどのイメ

ージから、表したいことを見付けて」とあるように、子どもたちが表

したいことを見つけられるように活動を考えることが大切である。こ

れは中学校の A 表現（１）の「感じ取ったことや考えたことを基に

主題を生み出す」という部分と近い考え方である。そして、「好きな

形や色を選んだり、表し方を考えたりしながら」、子どもなりの発想

や構想の能力、創造的な技能が発揮できるように授業づくりをするこ

とが大事である。表したいことを見つけて、そこから発想や構想を膨

らませていき、それをよりよく表現するための技能を身に付けていく

ことをねらいとしている。 

 

この小学校 A 表現（２）の「表したいことを絵や立体に表す活動」

と B 鑑賞（１）の「身の回りの作品などを鑑賞する活動」が、中学

校の A 表現領域と B 鑑賞領域に主に直接発展していくものである。

そして、Ａ表現（１）は、主に中学校での表現活動を支える力になる

ものである。材料体験や造形体験が豊かになることで、中学校のＡ表

現（１）（２）（３）B 鑑賞を支えるのである。但し、小学校の図画工

作の内容は、中学校美術だけではなく、技術・家庭科の技術分野にも

発展する内容でもある。 
 

中学校 美術 

Ａ表現 （１）（３）感じ取ったことや考えたことの表現 
 

 

作品を見てみる。中学生「友達」（絵）。中学校２年生「鏡の中の自

分」（絵）。中学校２年生「息を合わせて、心を合わせて、１・２、１・

２」（彫刻）。中学校１年生「Rainday」（彫刻）。中学生の場合も、文

章から作品に込めた思いが豊かに語られている。 

 

 作品とは、感じ取ったことや考えたことなど、作者の内面にあるも

のを色や形を使って表したものであるといえる。ただ、作品を見るだ

けでは、作品の奥になるもの、作者の心の奥にあるものは分からない。

「必ずしも文章に書くことが必要なのか」と言う話を聞くことがある。

ただ、美術教師は美術を通して子どもを育てていくことを目的として

いる。教育の効果を高めていくために、生徒がどのような思いをもっ

ているのか、どんな工夫をしたのか、教師は理解する必要がある。そ

のために、文章で書かせることは有効なことである。ただ文章力の問

題で、視点を与えてあげなければ書けない生徒もいる。そして書けな

いからといって、生徒は何も考えていないということではない。書け

ないのであれば、言葉のやり取りで知るという方法もある。文章で書

かせていなくても、多くの教師は授業中に生徒と話をしながら、生徒

の思いや作品の工夫などを理解しようとしているはずである。いずれ

にせよ、生徒の作品の思いや創意工夫など、裏付けを教師が理解する

ことは、次の指導に対しても必要であるし、実現状況を評価をする際

にも必要である。 

 

 ここまでで幾つか作品と生徒の文章を見てきて、生徒の作品に対す

る様々な思いが見られたが、ここで共通して言えることは、生徒自身

の中に「表現したい」という強い思いがあるということである。生徒



平成 24 年度 都中美 夏季研修会「小中連携」 

4 

が、指導者の示した手順通りにしたわけでも，やらされているわけで

はなく、自分の中で表現したいものを明確に見つけ出し、それに向か

って発想や構想をしたり、作品づくりに向かったりしているというこ

とが、作品と文章から分かる。裏返すと、教師が授業の中で、子ども

に自分の表現したいことを見つけさせているということが言える。 

 

 ところで、学習指導要領が改訂されて、４月から全面実施になった。

これから当面は、新学習指導要領で学習活動を行っていく。４月まで

は全国的に、新学習指導要領の周知徹底を図る段階であった。しかし、

４月からは新学習指導要領の趣旨やねらいを現実的に、具現化し授業

作りに反映させていく段階に入った。教師は、子ども達が自分の表現

したいことを心の中に強く思える題材づくりをし、そして一人一人に

しっかりとした資質や能力をつけていく授業づくりをしていく必要

がある。ただし、でき上がる作品がどう変わるかではなく、活動内容

に注意を払い、その過程で「どのような資質や能力を育成しているの

か」を意識していただきたい。 

 

 小中連携を考える時、複数の小学校からやってくる生徒の既習内容

を、何らかの方法で理解することが大切である。そして、題材と共に、

「それまでの経験や体験、生活、学校、地域、環境、文化といった子

ども達を取り巻くものと、題材が乖離していないか」を考えなければ

ならない。子ども達が強い思いをもって、自ら表したいことをもつた

めには、子ども達の中にあるこういったものと、授業を関連づけなが

ら考えなくてはならない。子ども達の学びを視点においた授業づくり

と言うのは簡単だが、こういった視点をもって、題材づくりをしてい

かなくてはならない。 

 

私も若い頃、子どもの作品展などを見行って、「良いなぁ」と思う

題材があった。そして自分の授業でもやってみた。でもうまくいかな

かった。この時の「良いなぁ」は自分にとっての「良いなぁ」であり、

子どもにとっての「良いなぁ」ではなかった。ベテランの先生に「学

校や子どもに合わせてアレンジしないで、それをそのままやってもう

まくいくはずないだろう」と言われたことがある。その通りだと思う。

子どもも違う、地域も違う、それまでの経験も違う、あらゆるものが

違う。やはり、子どもを取り巻く、こういったものを考えて題材設定

をしなくてはならない。 

「どのような資質や能力を身につけさせるのか」「そのためにどう

いった指導内容が必要か」指導内容を実現するために「教材・用具は

何を与えるべきか」「どのような学習活動を組み立てていくか」「学習

環境はどうすればよいか」といった視点で授業づくりをしなければな

らない。 

前述した若いころの私の頭の中には、完成した作品のイメージが強

くあったのだろう。そして授業がうまくいかなかったのは、その完成

作品のイメージに近づけるための指導になっていたからではないだ

ろうか。机間指導をしながら「もっとこうした方が良いよ」とアドバ

イスをするが、その指導が子どもの学びを深めるためのアドバイスだ

ったのか、完成作品のイメージに近づけるアドバイスなのかで大きな

違いがある。 

やはり、その題材によって子ども達に「どのような力を発揮させ、

どのような力を身につけさせるのか」という学びのイメージをもちな

がら、指導することが大切である。ただ、教師の中に生徒の表現に関

するイメージは当然もっておく必要はある。全くないままに授業を行

うことは難しい。しかし、そのイメージがあまりにも強すぎると、そ

のイメージに近づける指導になってしまうため気をつけなければな

らない。 

 

 生徒の学びを中心に据えて考えるからこそ、新しく入った〔共通事

項〕や学習評価、言語活動がより効果的に活用されて、子どもたちの

学びを深める手段となる。まずは学習指導要領の趣旨や、ねらいを再

度確認して、効果的に活用されていくことが大事である。4 月から全

面実施となった現行の学習指導要領は、これまで積み重ねてきた美術

教育の原点に立ち返って「美術の教育とは何なのか」ということを考

え直して行こうとすることがポイントなのだと思う。教師は、今まで

経験的に積み重ねてきた授業を振り返り、作品を作ることが目的化し

ていることがないか、再確認していただきたい。 

 

 学習指導要領の構成では、Ａ表現の（１）（３）が「感じ取ったこ

とや考えたことを、絵や彫刻などに表現する活動」、Ａ表現（２）（３）

が「目的や機能を考えて、デザインや工芸などに表現する活動」とな

っている。Ａ表現（１）（３）での活動は、主に自己との関係性の中

で表現を考えることが活動の中心であるのに対し、Ａ表現（２）（３）

での活動は、主に他者や社会との関係性の中で表現を考えることが活

動の中心になる。前者は、主に自己との関係性が中心となるが、経験

や体験、生活、学校、地域、環境、文化といった子ども達の生き方

と密接なことと、題材が乖離しないように意識しながら題材作りをし、

生徒が主題を見つけ出し、表現したいという強い思いを持ち、構想し

たり、表現に向かって工夫したりすることにつなげていく。後者は、

主に他者や社会との関係性が中心となるが、やはり題材作りの際には、

経験や体験、生活、学校、地域、環境、文化といった子どもたちの

生き方と密接なことを意識しながら、構成、装飾、伝達などを考え、

表現できるようにしていくものである。 

 

前者の表現は、生徒一人一人、心に思い描かれるものが違うという

ことが前提になっている。生徒一人一人の個性、多様性などを題材の

中で発揮できるような題材設定も大事にしていかなくてはならない。

主題を生み出すということを題材設定として大事にしていく。主題を

生み出すという指導事項は、発想や構想の能力の育成の事項で書かれ

ている。つまり、作品づくりのために主題を生み出させているという

よりも、発想や構想の能力を高めるために、主題を生み出すことを重

視している。ただ、もちろん、初めから主題がなければ発想や構想が

できないということではない。小学校の造形遊びのように、材料や用

具に関わって行く中で、主題を見つけるということもあるので、授業

ねらいに応じて考えるべきである。順序性を形式的に考える必要はな

い。但し、主題を生み出すことが、この後の構想に大きく影響するこ

とは間違いない。主題が、十分自分の思い描いたものでないものであ

れば、思い入れが弱いので、なかなか後のステップに行けないという

ことはあり得る。そこで構想したものは、次につくりたいと思えない

ことに繋がっていく。だから主題を生み出すことが、Ａ表現の（１）

の構想を高めることにも、（３）の技能を高めることにも非常に大切

であると言える。 

 

目標に「感性を豊かにし」と入っている。対象を見つめて感じ取る

ためには、単に感覚的なものだけではない。学習指導要領では「様々

な対象・事象からよさや美しさなどの価値や心情などを感じ取る力」

を感性と定義しているが、単に受動的な姿勢ではなかなか発動しない。

子どもたちが能動的になって行かなくてはならない。「やりなさい」

と言われてやるのではなく、自分の中で主題を見つけ出して、「やり

たい」と思える学習活動を目指して授業作りをしていくことで、感性

が発動し、単に対象を見たり、感じたりするのではなく、対象を見つ

めたり、感じ取ったりすることに繋がる。やはり授業の中で、美術特

優の主題や感性といったものを授業の中で位置づけながら、子ども達

に視点を与えたり、子ども達の中で発見させたりする活動を重視する

必要がある。 

 

主題の扱いについては、1 年生の段階では主に対象から感じ取った

り、考えたりしたものを主題とするとしているが、2・3 年生では、

1 年生の段階を基礎として、夢，想像や感情などの心の世界など目に
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見えないものも主題化させて、表現するように段階的に設定されてい

る。 

主題を考えやすくする配慮ということで、主題をどのように生み出さ

せるかを、授業計画を考える上で重要な視点となる。生徒が題材を自

分のものとして受け止められるように、学校の生徒や学校、地域等の

実態に応じて、題材設定を考えるということが大事である。 

子どもたちの中には、経験・体験、地域、文化、環境、学校、生活

といったものとの接点が希薄な子どもたちもいる。そういった子ども

たちは、主題を見つけ出すことが難しいのではないだろうか。主題を

見つけ出すことが難しい子どもは、そういったものとの希薄さをもっ

ているだろう。そういった子どももいるということを十分に踏まえて、

題材設定をしていくということが大事である。 

 

「光のある風景を描こう」。主題を発見させることを意識した授業

改善の例である。ある学校で風景画を毎年題材として扱っていた。毎

年、生徒はがんばって作品を描くのだが、教師は絵ハガキのようで生

徒の主題の生成が足りないと感じていた。そこで、主題の視点を変え

るために、「風景を描こう」ではなく、「光のある風景を描こう」と題

材名を変えたとこと、全く違う作品ができ上がってきた。「風景を描

こう」となると、風景を描くことが目的になってしまうが、「光のあ

る」という言葉が入れることによって、光を意識させ、多様な表現を

生み出すことに成功した。この例は、言葉を変えただけの工夫ではあ

るが、それだけでも子どもたちの学びに変容があるということが言え

る。つまり、いかに題材設定が、子どもが自分のものとして受け止め

られるものになっているかどうかで、大きく変わってくる。 

「木の生命を描く」。ただ「木を描く」ではなく、「木の生命」とし

ているところがポイント。「木の生命」の捉え方が、生徒それぞれの

主題を生み出すことに繋がる。 

「自画像」。よくある題材。これも単に鏡を見てそっくり描くとい

うのが目的ではなく、今の自分をしっかり見つめることが目的である。

事前にワークシートを用いて自分の内面を見つめる活動を最初にし

てから表現をさせている。さらに多様な材料を用いて表現させている。

小学校の、材料や用具に関わる「造形遊び」の中で培った能力が発揮

される。材料や用具に多く関わって発想や構想をしてきた子どもたち

は、中学校に入って多様な材料を与えられたとき、その材料経験が豊

かであるので、多様な表現を生み出すことができる。 

中学校の中でなかなか多様性が表に見えてこないとき、多様な材料

を扱う授業が年間を通じて行うことが少ない場合も理由の一つとし

て考えられるのでは無いだろうか。しかし小中連携を考えるとき、小

学校から材料体験が豊かであることが分かれば中学校でもそういっ

た材料体験を活かした活動を設定することでより学習の効果を上げ

ることが期待できる。だから小学校でどういった学びを得てきたかを

知ることは大事なことなのである。 

 

 
 

中学校 美術 

Ａ表現 （２）（３）目的や機能を考えた表現について 
 

 

（2）（３）の目的や機能を考えて表現する活動では、個人的な感

じ方や好みに留まらず、客観的な視点に立って他者が共通に感じる感

覚を育成する。一年生では身の周りの生活に目を向ける、二・三年生

では社会性や客観性を意識して題材設定をすることが大切である。 

 

Ａ表現（２）（３）「包装紙のデザイン」の実践。実際に地域にある

お店に協力してもらって、実際に使う新しい包装紙をデザインしよう

という活動である。そのお店の特徴や雰囲気、商品、デザインのコン

セプトなどを書き込んだ企画書を子どもたちが作成する。この企画書

には色数の指定がある。実際に製品化するときに色数ということは大

切である。さらに色数を制限することが子どもの発想や構想の能力を

高める効果を持っている。これを設定しないと子どもたちが自由に好

きな色を使って現実的でない包装紙をつくってしまう。色数が制限さ

れていると、その制限の中でより効果的な表現を目指すので、色の工

夫を思いのままではない自分の好みを超えて様々に表現する。この題

材では色鉛筆しか用いないので、制作に時間を費やさず、発想や構想

の能力を高めることに十分に時間を使うことができる。制作途中にデ

ザインの発表をし、お互いに改善案などを出し合うなど、言語活動を

通してさらに発想や構想の能力を高めようとしている。そこでは好み

で見るのではなく、効果的に伝達するためにどのような工夫がされて

いるか、という視点が与えられている。こういう視点を与えることが

やはり大切である。さらに、この授業では、子どもたちの学びと地域

社会を結びつけることで、子どもたちが学んだことが社会の中で活き

て働くということを実感できることがポイントである。 

 

Ａ表現（２）（３）「ロッカーのふたのデザイン」の実践。楽しく豊

かに生活に働く、装飾の学びにつながる。子どもの身近な生活の中か

ら題材を見つけるということもある。「職場体験のポスター」。2 年生

は５日間職場体験に行く。その職場のポスターを制作する題材。これ

は、材料や用具を自由に設定しているので、多様な表現となっている。

「自分のマーク」のデザイン。自分を表すピクトグラムをデザインし

ている。ここでは、鑑賞で相互に説明し合う活動を取り入れている。

「自分の町のオリジナルドリンク」のデザイン。これは「地域と育む

美術教育」ということで、地域を中心に題材設定している。このよう

な題材では、他者の視点が大事なる。「自分がどうしたいか」ではな

く、「客観的に見た時に共通にどう感じるのか」と言うことを考えさ

せながら活動を進めていかなくてはならない。これは段ボールで作っ

た自動販売機にディスプレイされた状態で展覧会に出品された。作品

自体は色鉛筆で制作されていて、あまり時間は掛かっていない。生徒

の感想には、デザインを通して、自分の街に対する理解と思い入れが

深まったことが語られている。子どもが社会や物事と繋がっているこ

とが分かる。単に作品作りで終わるのではなく、繋がりを感じていく

ことが A（２）（３）の目的や機能の表現にはあって欲しい。 

 

A 表現（２）ウの、用途や機能などを考える発想や構想の能力は、

ア、イの伝達や装飾とは少し違う要素がある。機能を考える必要があ

るので、発想の段階で材料の選択が重要になる。実際につくるかどう

かは指導のねらいに応じて考えることになるが、いったいどんな材料

が作品のコンセプトを表現できるかということを考えさせることが

大切。A 表現（３）イとの関連を図りながら、材料の選択、制作、

仕様御の一貫性を考えさせると、作品制作のプロセスと社会のつなが

りを意識できる。 

 

先程見せた、A（１）（３）「気持ちを入れる器」と A（２）（３）

「自分の器」を並べて見てみる。この 2 つの題材は、発想や構想し

たことを基にして表現の技能を高めるという部分は共通している。し

かし、「気持ちを入れる器」は感じたことや考えたことを基に発想や

構想の能力を育成し、「自分の器」は使用者の気持ちを考えることを

通して発想や構想の能力を育成している。この２つを比べてみると、

教材が同じでも、学習のねらいによって育成する資質や能力が異なる

場合があることが分かる。つまり「何を題材にするか」ということか

ら考えずに、「子どもたちにどういう能力をつけるのか」ということ

から考え、「その能力をつけるために最も適した題材は何か」を考え

るようにするべきである。でなければ、「自分の気持ちを入れる器」

のような題材は生まれてこない。今一度、「どんな力をつけるのか」

というところから題材を考えてみて欲しい。題材作りをするとき、活

動からイメージするだけではなく、子どもの学びからイメージするこ

とが大切。 
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中学校 美術 

Ａ表現 （３）創造的な技能について 
 

 

A 表現（３）では、発想や構想をしたことを基に、自分の表現を

具現化するために創造的な技能を育成することをねらいとしている。

基本的には、発想や構想を経て，材料や用具を使う段階から指導する

ということとなる。ここでは発想したことをよりよく具体化するため

の創意工夫する能力を育成することを目指している。学修指導要領で

は「自らが発想したことを基に表し方を創意工夫し、創造的に作品を

つくりあげていく際に働く資質や能力」（解説 P.21）を創造的な技

能であると定義している。 

旧学習指導要領では、スケッチは（１）絵や彫刻などの指導事項に

入っていた。しかし、実際はデザインの授業でもスケッチはしている

はず。新学習指導要領では（１）（２）の表現領域から切り離して、

自由に扱えるようになっている。スケッチ、映像メディア、その他の

表現方法などは、多様に活用して欲しい。ただ、指導要領解説にそれ

ぞれの表現方法で、どのような力を身につけさせるのか書いてある。

そこはしっかり確認して、指導に活用して欲しい。 

 
 

中学校 美術 

B 鑑賞 について 
 

小学校と中学校の目標を見てみる。 

小

学

校 

表現及び鑑賞の活動を通して，感性を働かせながら，つく

りだす喜びを味わうようにするとともに，造形的な創造活

動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養う。 

中

学

校 

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，美術の創造活動の喜

びを味わい美術を愛好する心情を育てるとともに，感性を

豊かにし，美術の基礎的な能力を伸ばし，美術文化につい

ての理解を深め，豊かな情操を養う。 

鑑賞の活動とは、小・中・高を通じて、よさや美しさを感じ取り、

味わい、自分の意味や価値を作り出す創造活動なのである。作品に価

値があるというよりは、見る人の中で、意味や価値が生成され、そし

てそれぞれが生成した意味や価値を共有し、そこからまた意味や価値

を生成することが、鑑賞の活動の 1 つの側面である。 

鑑賞の活動とは、鑑賞の能力を育成するために学習として行うもの

である。自分の見方や感じ方を整理する場面、見方や感じ方を広げる

場面を意図的に作らなければならない。その中では、言語活動が有効

である。 

鑑賞の学びとは、「単に知識や作品の価値を学ぶだけの学習ではな

く、知識なども活用しながら自分の中に作品に対する新しい価値を

つくりだす学習」（P.65）である。つまり、知識を教えなくて良いと

いうことではないし、知識を暗記させるということでもない。知識を

活用しながら、子どもの中に新たな価値を作り出す授業作りを目指し

て欲しい。 

また、鑑賞の活動とは「それ自体が 1 つの意味をもった自立した

学習であり、表現のための補助的な働きをなすだけのものではない。」

（P.23）「鑑賞と表現とは関連づけて行なうことと」と、内容の取扱

い（P.72）のところに示した。子どもの中で、「見る活動」と「描い

たりつくったりする活動」は密接に関係しており，表現の活動が鑑賞

に生かされ，鑑賞の活動が表現に生かされて，一層充実した創造活動

に高まっていく。指導要領に独立した鑑賞活動の必要性が示されてい

るが、年間で考えると、「年間のどこに鑑賞を置くか、また表現と鑑

賞の順序はどうするのか」、表現と鑑賞が関連するように位置づけを

慎重に行う必要がある。 

小学校に鑑賞を見てみる。小学校3年生「素敵な色、みーつけた！」。

まず、自分たちの街に出ていって、素敵な色を見つける。そして教室

に戻って、見つけた色を発表し合い、批評し合う。ワークシートから

は、子どもの気づきが多様であることが分かる。この題材を通して、

日々の中で地域の中の色に着目するようになるだろう。この活動は、

子ども達の感覚、感性、体全体を使い、物事をよく見る、よく知る活

動になっている。色や物事の関係性など、学びにつながる。 

中学生の段階でも必ずしも全ての生徒が鑑賞活動に対して能動的

ではない。実態に応じて、興味、関心を高めることが大事。生徒それ

ぞれの見方・感じ方を尊重する雰囲気も大事。その雰囲気作りに対し

て、教師はよく意識している。表現でもその雰囲気作りも大事。その

ために、色々な方法がある。そしてあまり形式的に捉えるべきではな

い。生徒の実態に応じて、それぞれが一番いい方法を考えて欲しい。 

中学校の燕子屏風の鑑賞。この題材は「この場面からどのようなこ

とを感じたり考えたりするか？」という問いからはじまる。「この作

品から」ではない所がポイントである。絵の中に生徒を入りこませよ

うということがねらい。ほんの少しのことだが、それが鑑賞の扉を開

くことになる。この問いが鑑賞の能力を段階的に向上させていく、最

初の段階となる。 

「学校教育である美術科における鑑賞の学習では、作品の見方や感

じ方など身に付け、作品に表現された世界を一層豊かに感じ取り、広

げられるよう、意図的に体験を深めさせる必要がある。また、鑑賞も

表現と同様にその活動が生徒にとって楽しみや喜びでなければなら

ない。」（P.23）とした。大事な部分である。 

 

次に、子どもの視点について話をする。子どもの体験、経験によっ

て視点には大きな差が出る。自由に見るという視点も大事だが、「こ

の絵のどこを見て、そう感じたのか」という視点も必要。「この絵の

どこを見て、そう感じたのか、形の描き方や色彩、全体のイメージな

どに注目して、班の人と説明し合いましょう。」という活動を促す。

この「どこを見て、そう感じたか」という問いによって、もう一度作

品を見つめさせる。そして、「他者に説明」しようとすることによっ

て考えを整理することに繋がる。さらに「形や色彩、全体のイメージ」

と、漠然と見せるのではなく、共通の視点を与えて、個人の見方、感

じ方の違いに気付かせ、色々な見方があることに気づくということが

大事。また、「思いを班の人と説明し合う」ことで、子どもと教師が

言葉のやり取りをするのではなく、子ども同士が言葉のやりとりする

ことが大事。 

実践事例「絵葉書きカルタ、プレゼンテーション」。日本の浮世絵

を題材としたもの。ここでは、「事実」と「感じたこと」に分けて書

かせている。そうすることで視点がはっきりする。そして感じたこと

をカルタの読み札にする。子どもたちはよく考えている。また、作品

を見るだけでは分からないこともある。もっと見たいこと、知りたい

ことを調べさせて書かせている。そうすることで気づくこともある。

知識を活用することによって、作品をよりよく感じ取ることもできる。 

また、鑑賞活動において作品との出会いは非常に大事。中学生とは

「生徒の心身の急速な発達が見られ、自我意識が強まるとともに人間

としての生き方や価値観が形成されていく時期である。」（P.64）ど

のような作品に出会うかで、その後の美術を愛好していくかどうかに

関わる。美術の時間はふんだんにあるわけではない。どのような作品

と出合わせるのか、慎重に考えるべき。 

作品との出会いの場として、全ての学校が行けるわけではないが、

美術館も活用して欲しい。教科書などの図版では感じられないことが、

美術館では感じられる。また、東京都美術館では、「先生と子どもの

ためのプログラム」として「スクール・マンデー」というのを実施し

ている。国立近代美術館では「スクールプログラムガイド」というも

のがある。PDF でダウンロードができるので、利用してみてはどう

か。また、「トーキング・トーキンビ」というガイドスタッフの活動

記録もダウンロードできる。鑑賞活動の参考になると思う。国立近代
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美術館では、「アートカード」の販売・貸出も行っている。鑑賞の扉

を開くものとして、色々なものが用意されている。うまく活用して欲

しい。美術館の連携については、学習指導要領では、美術館対して受

け身になるのではなく、協同をイメージしている。子どものことをよ

く知っている教師と、美術館のことをよく知っている学芸員が協同で

授業づくりをするイメージである。事前打ち合わせをしっかりしない

で、美術館に生徒を連れて行って鑑賞プログラムを受けることは有意

義だとは思えない。子どもに合わせたプログラムを協同で考え、事前

にしっかりと打ち合わせをすることが大事。 

ここで、美術館に行けない場合の取り組みを紹介する。「自分たち

の美術館を作ろう」。各グループに別々の作品のカードが配られ、そ

のカードを使って美術館を作る活動である。その学校で使用していた

副読本に「学芸員、美術館とは何か」と言う頁があった。この活動を

通して、美術館とはどういうところかを理解させることがねらいであ

る。学びを深めるための手立てとして、①美術館の展覧会の企画とし

て考えること、②各グループに渡された 10 枚のカードから、2 枚を

省くこと、③入口から出口までの作品の並べ方を考えること、④最初

の作品は展覧会のポスターに載せるような、展示の代表的な作品とし

て位置づけること、という条件を設けた。そしてそのカードを用いて

カードを展示し、みんなで鑑賞した。美術館に行けない場合は、こう

いった活動も有効である。また，このような学習活動を美術館の学芸

員と一緒につくることも考えられる。 

 
 

中学校 美術 

評価について 
 

 

学習評価とは、学習指導要領に基づいた指導に対して、生徒の実現

状況をみるものである。学習指導要領を理解していなければならない。

今回の学習指導要領で育成する能力を整理した。 

Ａ表現 

（１）（２）発想や発想の能力 

（３）創造的な技能 

Ｂ鑑賞 

（１）鑑賞の能力 

 

A 表現（１）（２）で指導したことは、発想や構想の能力として評

価し、（３）で指導したことは創造的な技能として評価し、B 鑑賞（１）

で指導したことは、鑑賞の能力として評価する。そして、生徒が表現

や鑑賞の活動の中で、発想や構想の能力、創造的な技能、鑑賞の能力

を身に付けようとしたり、発揮しようとしたりすることを美術の関

心・意欲・態度として評価する。評価の４観点は、全て A 表現（１）

（２）（３）B 鑑賞（１）に対応している。つまり、指導のねらいが

曖昧だと、おのずと評価の観点が曖昧になる。学習評価の妥当性と信

頼性を高めるということは、指導目標の妥当性と信頼性を高めるとい

うことである。仮に、学習評価が効果を発揮していない場合、評価規

準の内容に課題があるのか、学習の指導目標に課題があるのか、見極

めなくてはならない。 

評価は、生徒と教師、両者のために必要である。生徒にとっての評

価とは、評価を通して、「学習目標に対して何ができていて、何がで

きていなかったのか」また、「自分の良いところや、課題のあるとこ

ろ」が分かるものでなければならない。通知表の評価だけでなく、普

段のワークシートに書きこむ一言、授業中の一言も十分、評価と言え

るものである。また評価によってその後の課題解決に生かされるもの

でなくてはならない。美術で言えば、ある題材で受けた評価が、次の

題材に生かされなければならない。さらに、評価によって次の学習へ

の意欲を高めることができなければならない。評価によって投げやり

になってしまうのでは、十分に機能を果たせていない。 

例えば、生徒がコックになって、教師に料理を作り、教師が食べた

後、その生徒に感想を言うとする。その内容が「おいしい」「ちょっ

とおいしい」「ちょっとおいしくない」といったものであったならば、

それは評定に近い感覚のものと言える。それでは、次の機会にいった

い何をどうすれば、食べた人を満足させられるか分からない。そこで、

栄養の視点、味の視点、食材の視点、見た目の視点といった視点で具

体的にアドバイスをすると、「次はこんな風にしたら、もっと食べた

人を喜ばせる料理を作ることができるな」ということに気づくことが

できる。観点別学習状況の観点に近いものであると思う。子どものよ

いところ、課題のあるところを具体的に見ていくのである。 

指導者にとっての評価とは、評価規準に照らし合わせて、まず、概

ね満足できる状況であるかどうか、生徒の実現状況を把握できなくて

はならない。そして、概ね満足できる状況でない生徒について手立て

を講じることにつなげる。授業前に、概ね満足できる状況をイメージ

しておく必要がある。そして、指導過程や評価方法を見直して、より

効果的な指導が行えるように授業の在り方を工夫・改善しなければな

らない。概ね満足できる状況ではない生徒に手立てを講じても、必ず

しも満足できる状況になるとは限らない。そして次の授業で、そうい

った生徒に対して、どういう手立てを講じるべきか考えることによっ

て、授業が工夫・改善されていくことにつながる。国立教育政策研究

所から実践事例集なども出ているので、参考にして欲しい。 

生徒にとっての評価、教師にとっての評価、２つの評価の活用の視

点で、実践して欲しい。ただ、授業中は指導に専念することが大事。

評価の効率化や簡略化などの工夫も必要である。 

 

今後も、子どもの学びを中心とした授業作りが進んでいくように願

っている。 
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7 月２３日 １２：４５～１３：２５ 

実践報告 

「他校種間との連携を視野に入れた学習指導の充実」 

  杉並区立井草中学校 猪口 正和 主任教諭 

 

 東京では、杉並区が小中連携を強めるために、具体的に様々な活動

を行っているそうです。そこで、杉並区の猪口先生に、実践事例とし

て、小中連携の具体的な活動とはどういったものなのかを、紹介して

頂きました。 
 

 
 

 他校種との連携として、杉並区では近隣小学校との連携に力を入れ

ており、「杉並区小中一貫教育」として９年間を通した全体計画を立

てている。本校では２つの小学校と連携校している。その中で「連携

校における基本方針」として３点挙げている。 

１、小中一貫教育を推進する体制を整備し、９年間を通した心と体

を育てる一貫性のある教育活動を行う。 

２、小中学校間の円滑な接続を目指した学校間交流を促進する。 

３、小中学校の教員の相互理解を目指した教職員交流を促進する。 

特に３つ目の方針では、具体策として次のようなことを挙げている。

「小中学校の全教職員が集まって相互理解する場を年２回設定する

とともに日常の授業や長期休業中の補習時に教員の交流を行う。」実

際には、６月に小学校２校に授業見学に行き、７月に小学校の先生方

と協議会を行った。 

 連携の内容は「教科学習」と「領域分科会（生徒指導、特別支援

など）」に分かれている。主に１年の前半で「教科学習」、後半に「領

域分科会」について取組む。６月は授業見学月間として、中学校の教

師が各小学校に授業見学に行く。事前に小学校側から全学年の時間割

を送ってもらい、こちらの授業の空き時間と見比べて訪問日時を決定

し、担当者が集約して各小学校に連絡する。実際には、多くの教員が

定期考査の午後に見学に行った。７月には小学校の教師が中学校に授

業参観に来る。５時間目の授業を参観してもらい、その後、教科別に

協議会を行った。 

 

6 月の授業見学では、図工の先生から色々な話が聞けた。図工室前

の廊下には児童の作品や作り途中の作品が並び、掃除用具ロッカーや

ゴミ箱、流し台などにはカラフルなペイントが施され児童の作品に混

ざってアーティストの作品も飾られていた。 

「残っている多くの作品が自由制作の時間に作られたもの。完成の

タイミングが児童によって大きく異なり、早く完成した児童は教室に

ある素材で好きなことをする。何かを作っては途中で別のことに興味

がわき、別のものを作っているうちに、前に作っていたものを忘れて

しまい置き去りにされる作品もたくさんある。「先生あげる」と言っ

てくれる作品もたくさんある。でも、作ってしまったら満足して、作

品に対する興味がなくなったから、れることもある。教員が『おもし

ろいな！』と思っていても、当の児童は作ったとたんに完結してしま

うようだ。」 

材料、用具は大まかに分類されていて、必要な時に必要なものが使

えるようにしてある。片付けをちゃんとするかどうか聞くと、「あま

りしない」とのこと。ただ児童には「図工の時間というのは、ただ何

かを描いたり作ったりするだけでなく、そのとき何が必要で、どうす

ればいいか考えることも図工の勉強。図工の勉強でもあるし、これか

ら生活していくあらゆる場面でとても大切なこと。できないからとい

って、ああしろ、こうしろ、あれもこれも禁止なんて言われたらいや

でしょ。」と言っているそうだ。学年によっては、時間通りに始まり、

時間通りに終われることもあるそうだ。私もこのように、木切れを箱

に入れておいて、生徒が必要であれば使っても良いようにしていたこ

とがあった。でもふざけて遊ぶ生徒がいたのでしまってしまった。図

工の先生は中学校で教えた経験もある方で、「もし自分の教えた児童

が、中学に行って何か授業中に不適切なことをしたら、中学校の先生

が『小学校の先生から、自分で判断して行動できると聞いているが、

何なんだ！』と叱れるようにしたい」とおっしゃった。生徒指導観に

ついて意見を聞けたことも有意義だった。 

 

７月の協議会では、小学校からは図工専科２名、低学年の担任２名、

中学校からは自分、技術科、特別支援学級の美術科の全 7 名で行っ

た。そこでは、まず「道具の扱いをどこまで教えるか」ということが

話題になった。この話題は、もともと専門は体育で、採用されてから

図工の勉強しているという図工専科の方から。もう一人の図工専科の

方は「児童が欲している時に、欲していることを教える」のだそう。

例えば彫刻刀の平刀の使い方について、深く彫りたがっているように

見える生徒が、刃表を上にして、上手く彫れずに悪戦苦闘している様

子が見られたら、「深く彫りたい時は裏にするといいよ。裏の刃の形

をみてごらん」というふうに説明するそう。また彫刻刀自体、今はあ

まり使わないとのこと。こちらとしては、道具には正しい使い方があ

るのだから、最初に持たせたときから標準的な使い方を教えた方が後

で矯正しなくて済むし、技能として長く身に付くのではないかと思っ

てしまう。図工を教える教員としてのバックグラウンドが人によって

大きく異なるのだろう。 

小学校には技術の授業はなく、図画工作の「工作」の部分に技術の

要素があるわけだが、中学の技術科から「図面を書いて、その図面通

りに作るということに慣れていない。図工ではどのような指導をして

いるのか？」という質問がでた。答えは「図面は書かない」だった。

「手を動かしながら発想を広げ、これまで使ったことのある素材や、

つなげ方から取捨選択を繰り返しながら作品を完成させていく」とい

うことだった。 

このことと関連して気付かされたことがあった。その日の授業参観

で、私は３年生の授業で「手の鉛筆デッサン」の活動をしたのだが、

そこで、構想を練るときに使ったアイデアスケッチを見ながら、本番

の紙にデッサンを描いている生徒がいる、という指摘があった。「ア

イデアスケッチがあまりにも上手くいったために、ついそれを見てし

まうのではないか」ということだった。確かに、一枚目が一番満足す

る場合がある。初期衝動と構想を練り発想を深めていくこととのバラ

ンスを大切にした展開を考えれば、もっと素直な表現が表れてくるの

ではないかと感じた。 

 

最後にもう一度「杉並区小中一貫教育全体計画」に戻るが、これ

らの取組の結果「期待される成果」として、次のようなことが挙げら

れている。「教員が互いの教育内容を知ることにより、指導のポイン

トを押さえた授業や生活指導が可能となる。」「９年間を見通したプ

ログラム作成に向けての土壌ができ、一貫性のある教育活動に対す

る教員の意識が高まる。」 

私は他校種との連携というと、これまでは何か壮大なイメージを思
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い浮かべたり、小学校と中学校の題材上、活動上の差異、例えば「造

形遊びを何のためにやるのだろうか」、「道具の使い方をもう少し正し

く教えてもらえないだろうか」といったことが気になったりしていた。

しかし今は、「小中の教員が互いの教育内容を知る」「小中一貫した

教育活動に向けた土壌をつくる」、まずは、このくらいの大らかさで

考えていっても良いのではないかと思っている。 
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7 月２３日 １４：００～１５：３０ 

グループ協議 

「小中連携を視野に入れた学習指導の充実」 

 

午前中の東良先生の講演と、猪口先生の実践報告を基に、「小学校

指導要領をみて感じたこと」「自校の年間指導計画を鑑みて、小中連

携に向けた授業改善の方策としてどのようなことが考えられるか」と

いう視点で、4 つのグループに分かれて協議を行いました。約 1 時

間の時間設定でしたが、非常に短く感じられる、充実した協議となっ

ていました。 

協議後、各グループから、協議で出た内容を、それぞれ発表してい

きました。ここでは、その内容の１部を箇条書きで、ご紹介します。 
 

 

 

Ａグループ  

●小学校の先生によって教えている内容、用具の扱いが随分違う。道

具を片づける意識も身に付いていないため、授業規律が守られない

など、生活指導上の問題も大きい。教科指導とともに、生活指導に

ついても小学校の先生と話し合いが必要である。 

●図工専科をおいている小学校が少ない地域もある。そのため、小学

校によっては、どのようなねらいをもって授業をやっているのか、

曖昧になっているのではないだろうか。 

●小学校と中学校でお互いに、どのようなねらいで授業を行っている

のかを相互に理解できていないのでは。中学校にとっては、小学校

の造形遊びが一体どのようなものなのか、今日、東良先生のお話を

聞くまで、分からない部分がたくさんあった。お互いに情報交換を

しながら学び合わなくてはいけない。そのうえで、学習指導要領の

ねらいに沿って、どのような子どもたちを育てていかなくてはいけ

ないかを考える必要がある。 

●小学校では若い先生も増えているということもあり、中学校のベテ

ランの先生がアドバイスをしていくということもあって良いので

はないか。 

●自分たちの年間指導計画を振り返ってみると、小中連携に配慮して

計画を立てているとは言えない。今後は、授業改善を進めながら、

小中で一繋がりの学習になるように、我々も考えていくべきである。 

 

Ｂグループ  

●小学校の指導要領では各学年で、扱わなければならない材料が明確

に示されていることに驚いた。 

●小学校の指導要領では、成長段階に応じて細かな内容が示してあり、

専門的な知識をもっていない先生にも分かりやすく、授業がしやす

いものになっている。中学校でもこのように詳しく内容が示されて

いると良いのでは。 

●小学校で 10 年ほど経験して、中学校に異動になった先生が、小学

校でやってきた題材を中学生にやらせてみたところ、子どもの意欲

は十分に高まらなかった。子どもは中学校に入ってきた時点で、小

学校とは違う感覚になっているのだと感じたそう。小学校と中学校

では、やはり段階が違うのだろう。 

●中１ギャップというものがあるが、移行期に中学校の教師が生徒に

手を差し伸べることが必要だろう。教師はどうしても難しい内容を

行ってしまいがち。反省していくべきだ。 

●年間指導計画を見てみると、小学校と中学校で題材が重複している

ことが問題として考えられるが、教科書の内容についても、小学校

と中学校の図版が重複している。重複しない方が良いのでは。 

●レタリングや色相環など基礎的なことなのだが、これがかえってつ

まづきになることもある。中学校の教師として考えなくては。 

●年間指導計画の中に、指導要領の項目を明記すると良いのでは。 

 

Ｃグループ  

●学習指導要領を改めて見てみると、造形遊びなど、学習の内容が非

常に分かりやすく示してある。今一度、しっかりと熟読し理解して

おく必要がある。 

●小学校の造形遊びを、発想段階に取り入れて、生徒の主題を立ち上

げることに活用してみたい。 

●年間指導計画にある、それぞれの題材の目標を明確にする必要があ

る。それが具体的な能力の育成に繋がる。 

●小学校の学習形態に合わせて、中学校の学習形態にも工夫を加えて

行ってはどうか？ 

●小学校と中学校の学びを継続させて、将来、美術を愛好できる子ど

も育てていきたい。そういった子どもの将来像を見据えることも大

事ではないだろうか。 

 

Ｄグループ  

●我々はやはり理解不足だった。小学校の学習指導要領の内容は、中

学校よりも詳しく、発達段階にもしっかり対応している。 

●授業時数が減っているため、無駄なく時間を使って、学習効率を上

げるために小中連携を強化していかなくてはならない。 

●小学校学習指導要領の構造は、非常にはっきりしていた。そして今

回の研修で、小学校Ａ（１）（２）は、中学校Ａ（１）（２）に対応

していなくて、小学校Ａ（２）が中学校Ａ（１）（２）に分かれて

いるという、構造の違いがはっきりと理解できた。 

●材料用具をはっきりと示している。ただ、彫刻刀は記されていない

ため、小学校で使うべきかどうか曖昧な道具として扱われやすいの

ではないだろうか？ 

●造形遊びによって、表現の主題を生み出すというプロセスは効果的

なものに感じる。しかし、実際は難しく、消極的になる子どもも見

られる。 

●小中の作品をそれぞれ入れ替えて、作品展を行ってみてはどうか。

また、授業も小中の先生がＴ.Ｔ.の形態などでお互いの授業に関わ

っていってはどうだろうか。 

●短期的な、その場かぎりの小中連携ではなく、長期的にお互いに関

わり合って連携していきたい。 

●中学校で行う体験授業などは、小学校の先生と話合って内容を決め

るようにしてはどうか。 

●９月以降、小学校と連絡を取り合い、小学校を見に行くなどして、

連携に向けてどんどん行動に移していくべき。 
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7 月２３日 １５：３０～１６：３０ 

指導・講評 

  都教育庁指導部 松永 かおり 指導主事 

  都研究センター 明 石 典 子 指導主事 

 

最後に、指導主事の先生から、グループ協議の発表を中心に、本日

の研修会についてご指導・ご講評を頂きました。 
 

 
 

研修会を行うにあたって重要なことは、一方的に話を聞くのではな

く、聞いた内容から感じたことや、普段から感じていることを協議し、

実践のための視点を得ることが大切。その視点を得るための手助けと

なるように、各グループの発表に対して話をしたいと思う。 

Ａグループからは、情報交換の大切さを痛感したという話があった。

おそらく、どのグループも同様に感じているはず。現在、小中連携の

重要性がさかんに言われているが、これは今に始まったことではない。

随分前から言われていたが、なかなか進まなかった。「日々忙しいの

に小学校と連携をとらなければいけない」「わざわざその為に会議を

設定しなければいけない」など、批判的な捉え方をしてしまうことも

あった。ただ、現在、連携が具体的に進むようになって、なぜ連携が

必要なのか明確になっているはず。現在、学校選択制の地域が随分増

えたので、入学時に、生活指導上の情報交換がしづらくなっている。

それでも、通常、何とか新入生がどういう児童だったのか小学校に聞

き取りに行く。なぜならば、生徒の情報収集が新学年の学級作りに、

とても重要だからである。児童の実態が分かっていなければ、学級の

スタイルをイメージできない。これは、学級づくりだけでなく、授業

作りでも同じことが言える。教科に特化して時間をとることは難しい。

しかしその価値はあるはず。 

また、小学校では、材料や用具のことが具体的に示されていて、い

つ、どの用具をどの程度身につけさせているか、確認することが必要

だという話があった。身につけてこなかった場合は、中学校で継続し

て指導することが考えられる。中学校に色々な実践があるように、小

学校にも色々な実践がある。子どもの経験や身につけている力も様々

なはず。どのような体験をしてきたのか、どのような力を身につけて

きたのか、情報を集約する必要がある。 

Ｂグループからは、レタリングや色彩の学習が、つまずきの原因に

なるのではないかという話があった。なぜレタリングを中学校で学ぶ

のか、そのねらいは妥当性のあるものでなければならない。例えば、

世の中にある文字の意味を分からせたいのか、それらを有効に活用さ

せたいのか、ねらいとしては色々考えられる。ただ、このパソコンの

時代にそれらを完璧に書けることが本当に必要なのか、あるいは、

12 色相環の色が全て言えなければいけないのか、もう一度考えなけ

ればいけない。授業のねらいを明確にして、何のために授業を行うの

かということを小学校の段階を踏まえながら考えなければいけない。 

Ｃグループでは、今日の研修会で造形遊びについて理解できたとい

う話があった。確かに、造形遊びとは理解しづらく、一見するとただ

遊ばせているように感じられるし、評価も分かりにくいものである。

しかし造形遊びでは、造形遊びでしか身に付かないこと、造形遊びだ

からこそ効果があることもある。ただ、中学生には中学生に必要な指

導の在り方があるので、これをそのまま中学校にもちこむのではなく、

小学校での造形遊びの体験をどのように活かすかを考えていくべき

である。 

Ｄグループからは、小・中、互いに理解が不足していたとあった。

また分析的に小学校の指導要領の構造を捉え、丁寧に創ってあるとい

う話があった。確かに小学校の図工専科は東京都と一部の地域のみで、

後は全科の教師が図工を指導している。ゆえに全科の教師が指導しや

すく、分かりやすくなっている。しかし、中学校の指導要領は専門の

教師が指導することを前提としていることに加えて、中学校の段階で

は生徒の個性が幅広い。小学生のように一括りに考えるのは難しい。 

最後に、Ｄグループから、9 月になったら我々は何をしなければな

らないのか、というまとめのような話があった。是非、9 月になった

ら小学校に連絡してコミュニケーションをスタートさせることが大事。

すべての学校が、杉並区のように実践できるとは限らないが、まずは

小学校に歩み寄ることが重要なポイントになる。 

 
 

 

 
 

協議会では、たくさんの意見が出た。その中から、自校の課題の解

決策となるものを１つでも見つけることが、本協議会の目的だと思う。

そして、それを現場にもちかえって、実践していただきたい。わたし

から、その手助けとなるように話をしたいと思う。 

Ａグループから出た、小・中の情報交換が必要だという話は、まさ

に本日の研修のテーマにのっとったものである。なぜそれが大切なの

か、その意味について考えていただきたい。小学校の指導要領の指導

内容や道具などの記述について、中学校の教師が知っていることで、

中学校でどのように学ばせるのかを考えることができる。さらに、中

学校で学んだことを、高校で生かすことも考えて、学びが繋がってい

ることを意識していただきたい。 

また、小・中の教師同士のつながりも大切。ＯＪＴとも言える、お

互いに教え合える、仲間作りだと考えて連携して欲しい。 

Ｂグループからは、小学校の学習指導要領の内容が成長段階に沿っ

て書かれているということが、中学校の指導要領とは違うということ

が理解できたとあった。これも皆さんが、感じていただくことが大切。

特に中１ギャップが取り沙汰されている。子どもの理解、どのような

学習をしてきたのか、連携の中で理解できると指導に生かすことがで

きる。 

また、小・中の教科書で同じ図版が出ているという話があった。そ

れについては、気づきが各発達段階によって違うので、それぞれの段

階で、有効に活用していただきたい。 

C グループからは、造形遊びなど、具体的に小学校でどのようなこ

とを学んでいるのか理解できたという話があった。何を目標として、

何を学ばせているのかを明確化することが、小学校の段階から中学校

に来ていることに気付いていただいたことで、より具体的な授業展開



平成 24 年度 都中美 夏季研修会「小中連携」 

12 

ができると考える。 

D グループからは、学習指導要領では発達段階に沿って詳しく示さ

れているということに気付いたという話があった。小学生の発達段階

に応じて、何を学んでいるのか具体的に書かれているということは、

実際に児童たちがどのような年齢にかけて、何を学んでいるのか、と

いうことが理解できるということ。そのうえで、中学校の学習に取り

入れていただきたい。 

最後に、9 月以降に何ができるのかという話があった。小・中で既

に連携している学校は、是非、生徒の変容や学びにつながる、義務教

育の 9 年間で連携ができる何かを見つけていただきたい。展覧会を

したり、教師が入れ替わって授業をしたり、小・中の生徒が一緒に授

業をしたり、文化祭に呼んだり、小学校の授業に中学生がお手伝いと

して参加したり、アイデアはたくさんあると思う。何か地域で考えて

いただきたい。そのような体験が子どもの気づきにつながる。体験や

経験の多い子どもは、気づきや作品が深くなる。何を授業で教えるの

か、何を伝えるのか、それを選ぶのが教師の力。それぞれのグループ

の具体的な案、参考になったと思う。地域や小・中の連携を感じなが

ら、がんばって今後も連携を進めていただきたい。 

 

ここで、計画を立てるということはどういうことなのか話をしてお

く。学習指導要領解説の「指導計画の作成と内容の取扱い」に、「指

導計画の作成の配慮事項」という項目がある。（P.72）そこには「各

学校の指導計画の作成に当たっては、学習指導要領に示す美術科の目

標及び内容に付いて的確に把握し、各学校の教育目標との関連を明ら

かにして、学習内容の確実な定着を図り、生徒一人一人が個性を生か

して主体的・創造的に学習することができるようにすることが必要で

ある。」とある。指導計画とは毎年作成しているもの。特に美術の場

合、教師は学校に一人の場合がほとんどだが、他教科は教師が複数の

場合も多く、学校内でもタテの連携が行われる。毎年、前年度の生徒

の学びがどのようなものだったかを考え、学習計画を立てる。美術に

おける小中連携、中高連携も同様に考えると、1 年 1 年、計画を立

てるという意味が見えてくる。 

年間計画とは、基本的には校長の責任で作成した、教育の目標とな

る教育過程にのっとって、各教科の教師が生徒たちにどのような学び

をさせるのかを考えて作成するものである。前の学校でうまくいった

からそのまま使うというものではない。現任校の生徒の実態や地域性

に合わせて、かつ、現任校の校長が作成した教育目標にのっとって作

成するものである。それを理解したうえで毎年、作成する必要がある。

つまり年間計画を立てる上でも、小中連携が大切。毎年、小学校でど

んな学びがあったのか、知った上で年間計画を作成していただきたい。 

年間計画は各教科、学年ごとに作成することになっている。その中

には年間の指導の目標、指導の内容、順序、方法、使用教材（基本的

には教科書、副読本、自作の教材など）、配当時間が記されていなけ

ればならない。中学校の場合は 3 学年分、それをつなげると、中学

校３年間で学校の目標に沿って育てたい生徒像が見える計画表にな

る。また、施設や学校設備、安全面、郊外学習、個に応じた指導の必

要性なども指導計画に含む。 

これは計画であるので、最終的には評価をしなければいけない。実

際に生徒に変容が見られたか、学習指導要領にのっとって生徒の変容

の状況を把握しなければならない。実際に指導方法が効果的だったの

か、改善する必要はないか考えて、翌年につなげる。だから毎年作成

する。内容を書くのではなく、生徒への指導、生徒の変容について考

えるための計画である。そのために総合的、客観的に判断する。そこ

に連携が入ってくる。大きく考えると連携が分かりやすく、必要性を

感じられるはず。 

例えば、小学校からの新入生が彫刻等を使った経験がなかったとす

る。それを知らずに使っているのものだと思い込んで授業を進めてし

まったら、それは用紙のミスだということになる。やはり計画的に進

めていくためには、事前に生徒の実態を知る必要がある。 

次に教科の目標について話をする。指導要領解説に「表現及び鑑賞

の幅広い活動を通して、美術の創造活動の喜びを味わい美術を愛好す

る心情を育てるとともに、感性を豊かにし、美術の基礎的な能力を伸

ばし、美術文化について理解を深め、豊かな情操を養う。」（P.6）と

ある。これが水準としての目標となる。この目標を立てるにあたって、

「教科の目標は、小学校図画工作科における学習経験と、そこで培わ

れた豊かな感性や表現及び鑑賞の基礎的な能力などを基に、中学校美

術科に関する資質や能力向上と、それらを通した人間形成の一層の深

化を図ることをねらいとし、高等学校芸術科、工芸への発展を視野に

入れつつ、目指すべきところを総括的に示したものである」とある。

高校につなげることも意識していただきたい。小学校の中で、色々な

経験をもった子どもたちが、中学校に集まり、交流して、そこで初め

て「自分はこんなことも知らなかったのか」「君は色々なことを知っ

ていてすごいね」などといった発見がある。その中で「自分はどうし

よう」と考えるとき、もっと学ぼうと思うような授業展開を我々はし

なければならない。 

高校の芸術は 2 単位で音楽、美術、書道、工芸の 4 教科の中から

選択する。4 つすべてを開設している学校は少ない。設備環境や地域

特性によって開設してあるものが違う。おそらく音楽は多い。書道は

教師が少ないので開設数も少ないだろう。工芸は設備の問題が多いこ

とと教師数が少ないことから開設している学校も少ないだろう。自動

的に美術か音楽を選択する生徒が多くなる。高校生になったら、美術

科で学んだ力がどのように活かせるか意識していただきたい。 

高校生から中学生の高学年になると、社会のつながりをたくさんも

ち始める。「ここで、こんなことがやっているよ」と言ってチラシを

渡すなど、情報を伝えると、自ら外部に出て学ぶようになる。生徒の

実態に合わせて、そういった声かけをしていくことも大切になる。 

高校生になると、美術の授業に対して「何の役に立つのか」といっ

た言葉を投げかけてくる。そういう時、生徒の中の学びを膨らませる

ことができなかったのだと思う。美術と社会の繋がりはたくさんある。

「色が一つもない世界なんてないでしょ。色ひとつとったって社会に

貢献しているんだよ。形だってそうだよ。手元にあるものは誰かがデ

ザインして、作ったものなんだよ」などと話をする。そんなところか

ら学びが見つけられる。そんな気づきの芽を中学校で育てていただき

たい。 

さらに OJT の話を加える。今日のように教師同士が学んだり、先

輩から伝えられる機会があることは、とても大事なこと。その場だけ

ではなく、日々、連絡を取り合って、学び合って欲しい。研修センタ

ーの立場として、新任研修、主任研修、主幹研修都進めていくが、特

に主任研修で OJT の話をする。なぜなら、今後 10 年間で、今いる

教員の 3 分の 1 が入れ替わる。15 年間で半分入れ替わる。今いる

教員はどんどん少なくなっていく。今いる教師が新しく教師になった

人たちにこれまで培ってきた授業力を伝えていくことが重要である。

そして今後、組織で子ども育てていくという意識もますます重要にな

る。お互いに学び合う体制を作って組織で子どもを育てていって欲し

い。 
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